
 

【情報公開文書】 

観察研究の実施についてのお知らせ 

 

2016 年 1 月 1 日から 2024 年 5 月 31 日の期間に京都大学医学部附属病院で産科

MRI を撮像された女性の患者さんへ 

 

京都大学医学部附属病院放射線診断科では、病気の診断や治療の向上を目指

して、実際に治療を受けられた方の臨床情報を元に種々の研究を行っています。

以下にその概要を記しますのでご理解の程お願いいたします。 

 

2025 年 1 月 27 日 

 

1. 研究の名称  

胎盤 T2 値の標準化による胎盤機能評価・リスク層別化の検討 

 

2. 研究の目的 

標準化した胎盤 T2 値を用いた胎盤機能の評価能力を検証し、リスク層別化

に応用することを目的としています。同研究で得られる知見は、適切な妊

娠管理・妊娠終結の時期決定に役立つと期待されます。 

 

3. 研究実施期間   

研究機関の長の実施許可日から 2027 年 3 月 31 日まで。 

 

4. 倫理審査 
本研究は、京都大学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属病院 医の倫

理委員会の審査を受け、研究機関の長の許可を受けて実施しております。 

 

5. 研究機関の名称・研究責任者の氏名  
京都大学大学院医学研究科 放射線医学講座 

   責任者氏名：中本 裕士 

 

6. 研究対象者として選定された理由 

この研究は、2016 年 1 月 1 日から 2024 年 5 月 31 日の間に、京都大学医学

部附属病院放射線診断科にて、妊娠中に臨床的必要性から産科 MRI を撮像

された方を対象として、胎盤 T2 値の測定が可能な方を、胎盤 T2 値とその



出産時期・分娩様式・児の状態との関連性を評価するために、選定いたし

ました。 

 

7. 試料・情報の利用目的・利用方法 

MRI から計測した胎盤 T2 値を撮像時の妊娠週数で標準化し、胎盤機能異常

の有無、分娩様式、児の出生時体重との相関を調査します。その際、個人

を特定できる情報は削除いたします。 

 

8. 利用または提供する試料・情報の項目 

京都大学医学部附属病院で撮像された MRI 情報、性別、年齢、MRI 施行

日、MRI 撮像時の妊娠週数、臨床診断及び MRI 撮像目的、出産時週数、分

娩様式、新生児性別、出生体重、APGAR スコア、胎児発育不全と診断され

た症例に関しては MRI 撮像時の推定胎児体重と超音波所見、病理診断を使

用します。 

 

9. 利用または提供を開始する予定日 

研究機関の長の実施許可日以降。 

 

10. 当該研究を実施する全ての共同研究機関の名称及び研究責任者の氏名  
京都大学大学院医学研究科 放射線医学講座 

   責任者氏名：中本裕士 

 

11. 試料・情報の管理について責任を有するものの氏名又は名称  

京都大学大学院医学研究科 放射線医学講座 

   責任者氏名：樋本祐紀 

 

12. 患者さんの情報の利用又は他の研究機関への提供を停止すること 

下記の 15 の連絡先にご連絡をしていただければ、患者さんの情報使用を停

止いたします。 

 

13. 本研究に関する資料の入手・閲覧およびその方法  

患者さんの個人データについては、個人を特定できる情報を削除し ID 化

済みです。他の患者さんの個人データを取得することはできません。研究



や個人情報保護に支障がない範囲で、本研究に関する研究の資料の入手・

閲覧ができますので、下記の 15 に示す連絡先にお問い合わせください。

ただし、研究や個人情報保護に支障があると判断された場合は、資料の入

手・閲覧ができないことがあります。 

 

14. 研究資金・利益相反  

本研究は運営費交付金により実施します。臨床研究の実施にあたり、利益

相反については、「京都大学利益相反ポリシー」「京都大学利益相反マネ

ジメント規程」に従い、「京都大学臨床研究利益相反審査委員会」におい

て適切に審査しています。 

 

15. 本研究への質問など 
1） 研究課題ごとの相談窓口 

京都大学大学院医学研究科 放射線医学講座（画像診断学・核医学） 

（電話 075-751-3760：樋本 祐紀） 

 

2） 京都大学の苦情等の相談窓口 

京都大学医学部附属病院 臨床研究相談窓口  

（電話）075-751-4748 （E-mail）ctsodan@kuhp.kyoto-u.ac.jp 


